
 
 

  令和７年度 

 

 

＜ 言語聴覚学科 ＞ 入学試験問題 
 

英 語 ・ 国 語 

 

 

試 験 時 間  ９０分 

 

（注意） 

１ 試験官の指示があるまで，問題用紙及び解答用紙に触れないでください． 

２ 英語の問題は１頁～9 頁，国語の問題は 11 頁～29 頁に印刷されています． 

３ 解答用紙に氏名，受験番号及び受験科目名を記入してください． 

４ 解答方法は次のとおりです． 

 例 〔１〕埼玉県の県庁所在地として正しいものを 1 つ選び，記号で答えなさい． １ . 

      ○1 前橋市  ○2 甲府市  ○3 さいたま市  ○4 横浜市  ○5 千葉市 

この〔１〕の正答は「○3 さいたま市」ですから，解答用紙の解答番号１の横に並ん

でいるマーク欄の中の「○3 」を，鉛筆またはシャープペンシルで「●」のように塗

りつぶしてください． 

５ 机の上に鉛筆，シャープペンシル，消しゴム，時計（辞書・計算・通信機能のついて

いないものに限る），受験票以外は置かないでください． 

６ 受験票は番号札の手前に置いてください． 

７ 常時マスクを着用してください．ただし，本人確認の際に，試験官の指示によりマス

クを外していただくことがあります． 

８ ハンカチ，ティッシュペーパーを使用する者は，静かに挙手をして，試験官の指示に

従ってください． 

９ 試験中に気分が悪くなったり，トイレへ行きたくなった者は，静かに挙手をして，試

験官の指示に従ってください． 

10 試験問題に関する質問は一切受け付けません． 

11 途中で退出する者は，解答用紙を机の上に置き，静かに挙手をして，試験官の指示に

従って退出してください．ただし，試験開始後 30 分間及び試験終了前 10 分間の退出

は認められません． 

12 試験終了後，試験問題は持ち帰って結構です． 

後 期 



 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１問 英文中の空欄 １ ～ ６ を埋める語句として最も適するものを，それぞれ

○1 ～○5 より 1 つずつ選び，記号で答えなさい． 

 

 (1)  １  all the students in this city, Mike runs the fastest. 

 

○1  For ○2  In ○3  At ○4  Of ○5  With 

 

 

 (2) I  ２  an odd building over there. 

 

○1  am seeing ○2  am looking ○3  see 

○4  look ○5  see at  

 

 

 (3) He believes the politician  ３  I think cannot be trusted. 

 

○1  who ○2  whom ○3  which ○4  what ○5  how 

 

 

 (4) Either I or my wife  ４  going to attend the party. 

 

○1  am ○2  is ○3  are ○4  be ○5  were 

 

 

 (5) If she  ５  the express train, she would be home now.  

 

○1  takes ○2  took ○3  has taken 

○4  would take ○5  had taken  

 

 

 (6) I am going  ６  for the singing competition. 

 

○1  to ○2  on ○3  in ○4  at ○5  by 

  



 

第２問 次の英文を読んで，以下の A・B の問いに答えなさい．  ７ ～ 12  

    （本文中の＊印の語は，（注）を参照すること．） 

 

 

 

 

この文章は著作権上の都合により公開できません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(“Japan praises ‘pinpoint’ moon landing by its SLIM probe”  

Reuters, January 25, 2024) 

  



 

（注）spacecraft：宇宙船  probe：探査機  revitalise：活性化する 

   setback：停滞     topple：倒れる  rover：探査車 

   deploy：展開する   tumble：転倒   power outage：電力消失 

   multi-band spectral camera：マルチバンド分光カメラ 

   （赤外線を含む光の波長帯域を細かく分割して観測・撮影できるカメラ） 

 

 

 A 英文中の空欄 ７ ～ 10 に当てはまる語句として，最も適切なものはどれか． 

○1 ～○5 から 1 つ選び，記号で答えなさい． 

 

 (1)  ７  

 

  ○1  wrong 

  ○2  acute 

  ○3  valid 

  ○4  false 

  ○5  precise 

 

 (2)  ８  

 

  ○1  but for 

  ○2  aside from 

  ○3  except for 

  ○4  rather than 

  ○5  in spite of 

 

 (3)  ９  

 

  ○1  presence  

  ○2  effect 

  ○3  absence 

  ○4  lack  

  ○5  influence 

  



 

 (4)  10  

 

  ○1  used 

  ○2  sure 

  ○3  about 

  ○4  unable 

  ○5  willing 

 

 

 Ｂ 本文で抜けている以下の英文が入る場所として，最も適切なものはどれか．○1 ～○4

から 1 つ選び，記号で答えなさい． 11  

 

“This will inspire more and more people, desirably Japanese missions, 

to try to land on unexplored places on the moon.” 

 

  ○1  Ⅰ 

  ○2  Ⅱ 

  ○3  Ⅲ 

  ○4  Ⅳ 

 

 

 C 次の内，英文の内容と合致しないものを，○1 ～○5 から 1 つ選び，記号で答えなさい． 

    12  

 

  ○1  SLIM 以前は，日本は宇宙機を月面に着陸させたことはなかった．  

  ○2  日本は，宇宙開発分野においても，アメリカとの協力を進めている． 

  ○3  エンジントラブルにより，SLIM の着陸地点は予定地点からずれた． 

  ○4  エンジンが故障するより前に，撮影用の車が SLIM から展開された． 

  ○5  SLIM は，極寒の月の夜を越えられるようには設計されていなかった． 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次のページに続きます） 

 

 

  



 

第３問 次の英文を読んで，以下の A・B の問いに答えなさい．  13 ～ 20  

（本文中の＊印の語（句）は，（注）を参照すること．） 

 

 

 

この文章は著作権上の都合により公開できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

(“What is willpower?” by Beverly A. Jackson) 

（注）prefrontal cortex：前頭前皮質   ego depletion：自我消耗 

   mindset：思考傾向  autopilot：自動操縦  distraction：気が散るもの 

 

 

 A 本文下線部(1)～(5)の文脈上の意味として，最も適切なものはどれか．それぞれ○1 ～

○4 より 1 つずつ選び，記号で答えなさい．ただし文中の動詞は原形にしている． 

 

 (1) meet  13  

 

  ○1  to see and talk to someone 

  ○2  to experience a problem 

  ○3  to come together in the same place 

  ○4  to achieve something 

 

 (2) systems  14  

 

  ○1  sets of connected principles 

  ○2  something that is being built 

  ○3  sets of organs in human body  

  ○4  methods of measuring things 

 

  



 

 (3) debunk  15  

 

  ○1  to tell that something is very important 

  ○2  to show that an idea is false 

  ○3  to remove what is covering something 

  ○4  to express a different opinion 

 

 (4) in place  16  

 

  ○1  in the correct position 

  ○2  without making any progress 

  ○3  not moving forward or backward 

  ○4  existing and ready to be used 

 

 (5) momentum  17  

 

  ○1  the force that keeps an object moving 

  ○2  a very short period of time 

  ○3  the ability to keep developing 

  ○4  a chance to do something 

 

 

 B 次の(1)～(3)の各問いに答えなさい． 

 

 （1）次のⅠ，Ⅱの英文に関して，本文の内容と照らして正しいものには〇，間違ってい

るものには×を付した場合の組み合わせとして適当なものを，○1 ～○4 から 1 つ選

び，記号で答えなさい． 18  

 

   Ⅰ The author doesn’t have willpower at all. 

   Ⅱ Some people may easily achieve their goals, while others cannot. 

 

  ○1  Ⅰ 〇   Ⅱ 〇 

  ○2  Ⅰ 〇   Ⅱ × 

  ○3  Ⅰ ×   Ⅱ 〇 

  ○4  Ⅰ ×   Ⅱ × 

 



 

 

 （2）次のⅠ，Ⅱの英文に関して，本文の内容と照らして正しいものには〇，間違ってい

るものには×を付した場合の組み合わせとして適当なものを，○1 ～○4 から 1 つ選

び，記号で答えなさい． 19  

 

   Ⅰ The prefrontal cortex has a function such as willpower. 

   Ⅱ We have little willpower when our brain don’t work properly. 

 

  ○1  Ⅰ 〇   Ⅱ 〇 

  ○2  Ⅰ 〇   Ⅱ × 

  ○3  Ⅰ ×   Ⅱ 〇 

  ○4  Ⅰ ×   Ⅱ × 

 

 

 （3）次のⅠ，Ⅱの英文に関して，本文の内容と照らして正しいものには〇，間違ってい

るものには×を付した場合の組み合わせとして適当なものを，○1 ～○4 から 1 つ選

び，記号で答えなさい． 20  

 

   Ⅰ Having the right mindset is said to be more important than willpower. 

   Ⅱ We should manage our environments to archive our goals. 

 

  ○1  Ⅰ 〇   Ⅱ 〇 

  ○2  Ⅰ 〇   Ⅱ × 

  ○3  Ⅰ ×   Ⅱ 〇 

  ○4  Ⅰ ×   Ⅱ × 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国語の問題は次のページから始まります） 

 

 

 



第
１
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で

後
の
問
に
答
え
な
さ
い

 
 

21 
 

32 
 

      

こ
の
文
章

著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
公
開

 

                            



                                    



        

ら
に
あ
る
こ
と 

老
い
と
介
護
の
倫
理
学

筑
摩
書
房

  

  
 



問
１ 

本
文
中

の
傍
線
部
に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
熟
語
と
し
て
正
し
い
も
の
を

①

⑤
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

21 
 

23 
 

  
 

21 
 
 

① 

出
だ
し
が
カ
ン
ジ
ン
で
あ
る 

 
 
 

② 

子
ど
も
を
カ
ン

す
る  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

③ 

カ
ン
ロ
ク
の
あ
る
人
だ 

 
 

 
 

④ 

道
路
に
カ
ン
モ
ン
を
造
る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑤ 
注
意
を
カ
ン
キ
す
る 

 

ｂ

 

22 
 
 

① 

上
司
に
イ
ラ
イ
を
す
る 

 
 

 

② 

イ

品
を
買
う 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

③ 

外
国
に
イ

す
る 

 
 

 
 

④ 

イ

を
発
揮
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑤ 

イ
ジ
ゲ
ン
の
世
界
だ 

 
 

23 
 
 

① 

コ
ウ
な
関
係
を
築
く 

 
   

② 

任
期
が
マ
ン

す
る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

③ 

硬
貨
に

ガ
エ
す
る 

 
 

 
 

④ 

体
を

ヨ
ウ
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑤ 

リ
を
習
う 

  

問
２ 

空
欄 

24 

に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号

で
答
え
な
さ
い

  

  
 

① 

な
ぜ
な
ら 

 
 

② 

し
か
し 

 
 

③ 

ま
た 

 
 

④ 

さ
ら
に 

 
 

⑤ 

つ
ま
り 

  

問
３ 

次
の
文
章
は

問
題
文
中
の
Ⓐ

Ⓔ
の
い
ず
れ
か
の
部
分
に
入
る

該
当
す
る
箇
所
と
し
て
最
も

適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り
一

選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

25 
 

 

埋
没

基
準
が
絶
対
化

 
 

 

 
 

① 

Ⓐ 
 
 

② 

Ⓑ 
 
 

③ 

Ⓒ 
 
 

④ 

Ⓓ 
 
 

⑤ 

Ⓔ 
 

 



問
４ 

傍
線
部(

１)

こ
の
場
合

場
合

最
も
適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

26 
 

  
 

① 

贔
屓

の
勝
敗
に
一
喜
一
憂

自
分
の
応
援
す
る

の
勝
利
の
た
め
に
は
相
手

ム
の
不
利
益
に
な
る
こ
と
を
す
べ
て
悪
と
み
な
す

熱
狂
的
な

の

 

 
 

② 

贔
屓

の
勝
利
を
願
い
な
が
ら

贔
屓

と
相
手

の
不
利
益
に
な
る
こ
と
を
す

双
方
の
不
利
に
な
る
こ
と
は
一
切
が
悪
で
あ
る
と
決
め
つ
け
る

 

 
 

③ 

の
対
戦

贔
屓

の
勝
利
を
願

相
手

の
不
利
に
な
る
こ
と

一
切
を
善

逆

贔
屓

の
不
利
に
な
る
こ
と
一
切
を
悪
と
す
る

 

 
 

④ 

の
試
合

贔
屓
の

の
不
利
や
相
手
の
有
利
に
な
る
こ
と
は
す
べ
て
肯
定

贔
屓
の

の
有
利
や
相
手
の
不
利
に
な
る
こ
と
は
す
べ
て
否
定
さ
れ
る

 

 
 

⑤ 

応
援
す
る

が
有
利
に
な
る
こ
と
は
す
べ
て
容
認
し
つ
つ

相
手
の

が
不
利

て
勝
利
を
逃
す
よ
う
な
こ
と
は
よ
し
と
し
な
い

熱
狂
的
な

の

 

  

問
５ 

傍
線
部(

２) 

基
準
の
一
定
性

と
は
ど
う
い
う
こ
と

最
も
適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り

一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

27 
 

 

 
 

① 

基
準
が
自
分
た
ち
の
善
悪
の
判
断
に
よ
り
恣
意
的
に
決
定
さ
れ
た
り

改
変
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

を
認
め

公
的
に
定
め
ら
れ
た
基
準

全
て
の
人
物
に
等

恒
常
的
に
適
用

 

 
 

② 

あ
る
一
定
の
条
件
の
も
と
で
有
効
性
を
持
つ
基
準

自
分
の
利
害
で
都
合
よ
く
変
え
る
こ
と
な

敵
や
味
方
と
い
う
枠
組

そ
の
条
件
の
も
と
に
お
い
て
適
用

 

 
 

③ 

自
分
た
ち
は
善

相
手
方
は
悪
と
い
う
善
悪
の
区
別
に
囚

自
分
た
ち
の
都
合
の

よ
い
よ
う
に
基
準
を
改
変

他
者
に
有
利
と
な
る
よ
う
な
基
準
を
定
め
て
固
定

 

 
 

④ 

善
悪
の
判
断

人
や
状
況
に
よ
り
異

作
為
的
に
変
更

一
部
の
人
に
理
解
さ
れ
る
偏
向
的
な
善
悪
の
基
準

不
変

 

 
 

⑤ 

善
悪
の
基
準
が
自
分
た
ち
の
立
場

決
定

変

容
認
し

自
分
と
相
手
の
双
方

公
平
な
基
準
を
設
定

普
遍
的
な
も
の
と
す
る
こ
と

 

 
 



問
６ 

傍
線
部(

３) 

誰
が
敵
か
の
誰

味
方

が
誰
か
で
あ
る

と
は
ど

う
い
う
こ
と

最
も
適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り
一

選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

28 
 

  
 

① 
の
対
戦
で
贔
屓

に
熱
心
に
肩
入
れ
す
る
場
合

初
め
に
相
手
の
性
格
に
基
づ

く
割
り
振
り
を
し

自
分

敵
か
味
方
か
の
単
純
明
快
な
区
別
を
し
て

状
況
に
応
じ
て

人
を
振
り
分
け
る
二
分
法
的
な
仕
方
が
重
視

 

 
 

② 

自
分
以
外
の
者
へ
の
位
置

自
分

敵
と
な
る
か
味
方

善
悪
の
枠
が
固
定

悪
と
い
う
枠
が
誰
に
振
り
分
け
ら
れ
る
か
は
一
定

状
況
次
第
で
味
方
で
な
い
者
が
敵

 

 
 

③ 

敵
か
味
方
か
と
い
う
発
想
に
お
い
て
重
視

特
定
の

を
敵

自
分
の
属
す
る
味
方

で
は
な
い
す
べ
て
の

に
対

悪
と
い
う
固
定
さ
れ
た
枠

を
割
り
振
る
こ
と
で
明
確
な
線
引
き
を
す

 

 
 

④ 

敵
か
味
方
か
と
い
う
二
項
対
立
的
発
想

普
遍
的
な
善
悪
の
判
断
基
準
に
照
ら
し
て

悪
を
働
い
た
者
を
敵
と
見

自
分
が
つ
ね
に
善
で
は
な
い
と
い
う
前
提
に
基
づ

自
分
の
味
方
で
は
な
い
者
を
す
べ
て
敵
と
見
な
す
と

 

 
 

⑤ 

二
分
法
的
な
見
方
で
敵
か
味
方
か
を
判
断
す
る
と
き

一
般
的
な
善
悪
の
基
準
で

悪
の
枠
に
あ

て
は
ま
る
者
を
敵
と
判
断
す
る
だ
け
で
な
く

自
分

敵
か
味
方
か
を
状
況
に
よ

見

極
め
る
こ
と
で

味
方
で
な
い
者
が
敵
に
な
る
こ
と
が
あ
る

 

  
 



問
７ 

傍
線
部(

４)

憎
悪
と
言

態
度
に
見

激
し
さ

と

な
ぜ
そ
う
い
う
態
度
が
生
じ
る
の
か

適
切
で
な
い
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号
で
答
え

な
さ
い

 

29 
 

  
 

① 

敵
と
味
方
の
枠
組

試
合
中
と
い
う
条
件
下
で
の
み
適
用

無
意

識
に
そ
の
条
件
を
忘

意
識
し
て
条
件
を
無
視
す
る
こ
と
で
基
準
を
絶
対
化

状
況
に
埋
没

本
来
な
ら
基
準
が
有
効
に
な
る
試
合
の
外
と
い
う
領
域
に
お
い
て
も

敵
・
味
方
で
区
別

 

 
 

② 

試
合
中
に
の
み
有
効
な
敵
と
味
方
と
い
う
枠
組

本
来
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
領
域

越
境

条
件
に
合

基
準
を
選
択
す
る
た
め
の
状
況
に

対
す
る
一
定
の
距
離
を
保
つ
こ
と
が
難

状
況
の
中
に
埋
没
す
る
こ
と
で
判
断
基
準
を
絶
対

化

 

 
 

③ 

一
般
的

基
準
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
有
効
範
囲

敵
味
方
に
分
け
て
考
え
る

状
況
に
対
し
て
一
定
の
距
離
を
保
つ
必
要

状
況
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
う
こ
と

で
基
準
が
絶
対
化

試
合
中
に
の
み
有
効
な
善
悪
と
い
う
枠
組
み
が
試
合
の
外
に

お
い
て
も
働

 

 
 

④ 

状
況
に
対
し
て
一
定
の
距
離
を
保

場
面
に
応
じ
た
条
件
を
考
慮

状
況
に
埋
没

し
て
自
己
の
基
準
を
絶
対
化
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め

試
合
に
お
け
る
敵
・
味
方
の
区
別

本

来
そ
の
区
別
が
解
除
さ
れ
る
は
ず
の
試
合
後
の
領
域
に
ま
で
持
ち
込

善
悪
の
判
断
基

準
を
重

 

 
 

⑤ 

・
味
方
の
区
別
が
あ
る
の
は
試
合
中
に
限

敵
か
味
方
か
の
判
断

基
準
が
有
効
に
な
る
条
件
を
考
え
て
状
況
を
相
対
化
す
る
こ
と
は
難

意
識
的
に
そ

の
条
件
を
無
視
し
て
敵
か
味
方
か
の
基
準
を
絶
対
化

相
手

と
そ
の
応
援
者

試
合

後
も
敵
と
み
な
す
か
ら

 

    
 



問
８ 

傍
線
部(

５)

勝
者
／
敗
者
と
い
う
対

敵
／
味
方
と
い
う
対

次
元
が
異

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

 

30 
 

  
 

① 

試
合
の
勝
敗
に
即
し
て
現
れ

感
情
の
起
伏
を
伴
う
が

そ
れ
は
試
合
開

始
か
ら
終
了
あ
る
い
は
前
後
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
る

試
合

中
に
現

に
も
た
ら
す
魅
力
的
な
同
一
性
を
試
合
後
も
維
持
し
よ
う
と
励
む
味

方

阻
む
敵
の
区
分

試
合
中
と
い
う
条
件
下
で
絶
対
化
し
全
生
活
を
覆

う
こ
と
す
ら
あ

違
 

 
 

② 

試
合
の
結
果
に
左
右
さ
れ
る
普
遍
的
で
絶
対
的
な
区
別

敵

自
分
と
そ
の

の
一
体
化
の
幻
想
を
真
実
と
し
て
受
け
入

実
現
に

向
け
て
全
力
を
挙
げ
る
者
が
味
方

阻
む
者
が
敵

敵
か
味
方
か
と

い
う
枠
組
み
は
そ
の
都
度
試
合
を
超
え
て
全
生
活
を
覆

区
別
の
基
準
は
絶

対
化
さ
れ
な
い
と
い
う
点
で
前
者
と
は
異
な
る

 

 
 

③ 

勝
者
か
敗
者
か
と
い
う
枠
組

試
合
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
時
間
あ
る
い
は
そ
の
前
後
を
含

ん
だ
時
間
に
の
み
適
用

有
効
範
囲
が
無
限
の
枠
組
み
で
あ
る

こ
れ
に
対

都

度
の
試
合
を
超

一
体
化
の
実
現
に
全
力
を
注
ぐ
者
が
味
方

阻
む
の
が
敵
と
い
う
枠
組

全
生
活
を
も
覆

有
効
範
囲
が
有
限
の
枠
組

点
で
違

 

 
 

④ 

勝
者
か
敗
者
か
は
試
合
の
結
果

生
じ
る
枠
組

短
時
間
に
限

に
対
し
て

敵
か
味
方
か
と
い
う
枠
組

一
体
化
の
実
現
に
向
け
て
全

力
を
挙
げ
る
も
の
が
味
方
と
な
る

本
来
は
後
者
も
そ
の
時
間
限
り
の
枠
組

敵
か

味
方
か
の
基
準
が
絶
対
化

さ
ら
に
は
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
も

そ
の
枠
組
み
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
点
で
前
者
と
は
異

 

 
 

⑤ 

の
枠
組
み
で

勝
敗
に
よ
り
同
じ
勝
利
を
喜
び

同
じ
敗
戦
を
悲
し
む
と
い

う
同
一
性

短
い
時
間
に
限
ら
れ
る

そ
の
一
方
で

の
枠
組
み
は

そ
の
都
度
の
試
合
を
超

条
件
の
確
認
を
十
分
行

同
一
性

を
目
指
す
者
が
味
方

妨
げ
る
者
が
敵
と
い
う
絶
対
化
し
た
基
準
が
全
生
活
に
適
用
さ

と
い
う
点
で
異

 

    
 



問
９ 

空
欄 

 

Ｘ 
 

に
当
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を

そ
れ
ぞ
れ
①

⑤
よ
り
一
つ

選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

31 
 

  
 

① 

逸
し
て 

 
 

② 

屈
し
て 

 
 

③ 

制
し
て 

 
 

④ 

敗
し
て 

 
 

⑤ 

喫
し
て 

  

問
10 

傍
線
部(

６)

基
準
を
用
い
る
者

基
準
に
支
配
さ
れ
る
者

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

適
切
で
な
い
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

32 
 

  
 

① 

敵
・
味
方
の
基
準
が
一
旦
絶
対
化

基
準
を
批
判
す
る
意
思
や
能
力
を
欠
い
た
者

は

自
ら
の
意
向
に
関

絶
対
化
さ
れ
た
基
準
か
ら
自
動
的
に
産
出
さ
れ
る
下
位
基
準
に

縛
ら
れ
る
こ
と
で

敵
か
味
方
か
の
選
択
を
迫

基
準
に
服
従
し
な
い
者
は
全
て
敵
と
い
う

枠
組
み
の
中
に
入
る

 

 
 

② 

敵
か
味
方
か
と
い
う
基
準

一
旦
絶
対
化

自
動
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
下
位
基
準
を
産
出

基
準
を
批
判
す
る
こ
と
を
し
な
い

で
き
な
い
者

基
準
を
信
奉
す
る
こ

基
準
を
活
用
す
る
者

下
位
基
準
に
よ
り
細
部

自
ら
の

生
を
支
配
さ
れ
る
者
に
な
る

 

 
 

③ 

敵
か
味
方
か
と
い
う
基
準
の
絶
対
化
が
生

基
準
を
主
体
的
に
用
い
る
こ
と
は
も
は
や
で

絶
対
化
し
た
基
準

自
動
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
下
位
基
準
が
産
出

の
下
位
基
準

絶
対
的
基
準
を
信
奉
す
る
者
の
生
は
細
部
に
わ
た
る
ま
で
支
配
さ

 

 
 

④ 

敵
か
味
方
か
と
い
う
基
準
が
絶
対
化

自
動
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
下
位
基
準
を
産
み
出

そ
の
基
準
を
信
奉
す
る
者
の
生
を
支
配

基
準
が
絶
対
化
さ
れ
た
状
況
下

批
判
や

条
件
の
確
認
は
行

基
準
を
司

者

基
準
に
服
従

 

 
 

⑤ 

敵
・
味
方
の
基
準
が
一
旦
絶
対
化
さ
れ

基
準
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
下
位
基
準
が
自

動
的
に
生

絶
対
的
基
準
を
信
奉
す
る
人
々
の
生
を
細
部
ま
で
支
配
す
る
よ
う
に

基
準
に
対
す
る
批
判
す
る
こ
と
を
し
な
い

で
き
な
い
者

基
準
を
使

基

準
に
従
属
す
る
立
場
に

 

 
 



第
２
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で

後
の
問
に
答
え
な
さ
い

 
 

33 
 

45 
 

      

こ
の
文
章

著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
公
開

 

                            



                                    



                                    



           

化
す
る

 

                        



問
１ 

本
文
中

ｃ

の
傍
線
部
に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
熟
語
と
し
て
正
し
い
も
の
を

①

⑤
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

33 
 

35 
 

  
 

33 
 
 

① 

ソ
ク
バ
ク
が
激
し
い 

 
 

 

② 

サ
バ
ク
は
広
大
だ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

③ 

バ
ク
ダ
ン
を
撤
去
す
る 

 
 

 
 

④ 

バ
ク
ガ
か
ら
醸
造
さ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑤ 
バ
ク
マ
ツ
の
人
物
だ 

 
 

34 
 
 

① 

ヨ
ウ
ス
を
う
か
が
う 

 
 

 
 

② 

ヨ
ウ
ジ
の
服
を
選
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

③ 

鉄
を
ヨ
ウ
カ
イ
す
る 

 
 
 

 
 

④ 

水
を
ヨ
ウ
キ
に
う
つ
す 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑤ 

ヨ
ウ
ジ
ン
深
い
人
だ 

 

ｃ

 

35 
 
 

① 

ト
ウ
メ
イ
の
液
体 

 
 

 
 

② 

ト
ウ
ジ
ツ
に
受
付
を
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

③ 

建
物
が
ト
ウ
カ
イ
し
た 

 
 
 

 
 

④ 

彼
と
意
気
ト
ウ
ゴ
ウ
し
た 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑤ 

ト
ウ
キ
の
置
物
を
買

 

  

問
２ 

傍
線
部(

１)

そ
の
理
由
と
し
て

適
切
で
な
い
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 
36 

 

  
 

① 

端
末
が
通
信
線

が
普
及

自
由
な
時
間
で
通
信
で
き

従
来
の
有
線
で
回
線
に
固
定
さ
れ
た
電
話
機
と
区
別
す
る
名
称
が
必
要

 

 
 

② 

自
由
に
移
動
し
な
が
ら
の
通
信
を
可
能
に
す
る
端
末
機
器
が
普
及

有
線
で
つ
な

が
れ
一
定
の
場
所
に
固
定
さ
れ
た
従
来
の
電
話
を
そ
れ
ら
と
区
別
す
る
名
称
が
必
要

 

 
 

③ 

電
話
線
に
固
定
さ
れ
な
い
携
帯
電
話
を
自
由
に
移
動
し
な
が
ら
使
用

特
定
の
場
所

と
結
び
つ
け
ら
れ
た
従
来
の
電
話
機
の
固
定
的
な
性
質

特
性
と
し
て
改
め
て
強
く
意
識

 

 
 

④ 

片
方
か
双
方
の
端
末
が
通
信
線

が
普
及

使
い
手
が

自
由
に
移
動

従
来
の
電
話
の
固
定
性
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

 

 
 

⑤ 

使
い
手
が
使
う
場
所
を
自
由
に
移
動
で
き
る
よ
う
な
通
信
手
段
で
あ
る

と
区
別

電
話
機
が
有
線
で
固
定
さ
れ
た
従
来
の
電
話
を

と
呼
ぶ
必
要
性
が

生
じ
た

 

 



問
３ 

 
 

Ⅰ 
 

 
 

Ⅱ 
 

入
る
語
句
と
し
て

最
も
適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

37 
 

 

38 
 

  
 

 
 

Ⅰ 
 

 

 
 

① 

永
続
的 

 
 

② 

開
放
的 

 
 

③ 

回
顧
的 

 
 

④ 

干
渉
的 

 
 

⑤ 

規
則
的 

  
 

 
 

Ⅱ 
 

 

 
 

① 

停
滞 

 
 

② 

吸
収 

 
 

③ 

消
失 

 
 

④ 

接
続 

 
 

⑤ 

分
解 

  

問
４ 

空
欄 

 
 

Ｘ 
 
 

に
入
る
語
句
と
し

最
も
適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記

号
で
答
え
な
さ
い

 

39 
 

 
 

 
 

① 

う
つ
つ
を
抜
か
し
た 

 
 

② 

一
泡
ふ
か
せ
た 

 
 

③ 

に
ら
み
を
き
か
せ
た 

 
 

④ 

裏
打
ち
さ
れ
た 

 
 

⑤ 

身
に
つ
ま
さ
れ
た 

       
 



問
５ 

傍
線
部(

２)

ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る

と
あ
る
が

そ
の
理
由
と
し
て

最
も
適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

40 
 

 

 
 

① 

電
話
を
か
け
る
側
と
受
け
る
側
が
異
な
る
方
向
意
識
を
持

外
部
の
回
線
空
間
を
共
有
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
記
述

筆
者
は
か
け
る
側
と
受
け
る
側
の
意
識
は
同
じ
方
向
性

回
線
空
間
の
共
有
も
自
明
と
は
言
え
な
い
と
考

 

 
 

② 

電
話
が
個
と
外
部
を
直
接
結
び
つ
け
る

の
中
で
電
話
を
使
う
者

家
か
ら

出

会
話
の
相
手
と
外
部
に
お
け
る
共
有
空
間
を
持

相
手

家
に
招
き

入

意
識
の
方
が
強

筆
者
は
考

 

 
 

③ 

筆
者

個
と
外
部
を
結
び
つ
け
る
固
定
電
話
の
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
際

家
の
外
に
い
て

電
話

側

家
か
ら
出

意
識

会
話
の
相
手
を

に
招
き
入

意
識
に
こ
そ
着
目
す
べ
き
だ
と
考

 

 
 

④ 

固
定
電
話
が
居
間
か
ら
個
室
に
移
動

成
員
を
外
部
へ
と
直
接
媒
介
す
る
と
い
う
記
述
に
対
し

筆
者
は
会
話
の
相
手

家
に
招

意
識

家

家
を

出

会
話
の
相
手
と
共
有
空
間
を
持
つ
と
い
う
意
識
で
あ
る
と
考

 

 
 

⑤ 

筆
者

電
話
で
の
会
話
を
支
え
る
意
識

家
の
中
で
電
話
を
使
う
側

家
か
ら
出

意
識

会
話
の
相
手

家
に
招
き
入

意
識

家

か
ら
出
た
外
部
の
空
間
と
し
て
の
共
有
は
さ
れ
て
い
な
い
と
考

 

    
 



問
６ 

傍
線
部(

３)｢

な
訪
問

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

最
も
適
切
な
も
の
を

①

⑤

よ
り
一

選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

41 
 

  
 

① 

身
体
を
備
え
た
存
在
が
訪
問

身
体
的
な
情
報
と
切
り
離
さ
れ
て

電
話
先
の

相
手

視
覚
的
な
要
素
を
持
た
な
い
電
話
の
回
線
上
の
声
の
み
に
よ
り
語

親
密
な

を
家
の
中
に
い
る
全
て
の
者
に

 

 
 

② 

生
身
の
人
間
が
現
実
に
訪
問
す
る
場
合
と
同

電
話
回
線
上

一
切
の
視
覚

的
要
素
を
伴

回
線
を
通
し
た
声
だ
け
で
成
り
立
つ
訪
問

家
に
い
る
誰
か
ら
も

見

受
話
器
を
持
つ
人
だ
け
に
話

 

 
 

③ 

現
実
の
身
体
と
し
て
の
存
在
が
訪
問

視
覚
的
要
素

持
た
ず
に
家

に
い
る
誰
に
も
姿
が
見

回
線
を
介
し
て
の
声

受
話
器
を
持
つ
人

だ
け
に
直
接
話
し
か
け
て
く
る
形
で
家
の
中
に
入

 

 
 

④ 

現
実
に
存
在
す
る
体
が
家
を
訪

家
の
誰
に
も
見

受
話
器
を
持

者

視
覚

関
わ
ら
な
い
回
線
を
通
じ
て

声
の
み
で
語
り
か
け
る

形
で
家
の
中
に
入

を
感

 

 
 

⑤ 

家
に
い
る
他
の
誰
に
も
関

受
話
器
を
持
つ
人
だ
け
に
話

実
際

に
人
が
訪
問
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

電
話
の
回
線
上
の
よ
う
に
視
覚
的
要
素
を
持

回

線
を
通
し
た
声
の
よ
う
に

の
な
い
訪
問
を
成
立

 

  

問
７ 

空
欄 

42 

に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号

で
答
え
な
さ
い

 

  
 

① 

む
し
ろ 

 
 

② 

す
な
わ
ち 

 
 

③ 

た
だ 

 
 

④ 

さ
て 

 
 

⑤ 

し
か
し 

  
 



問
８ 

本
文
中
の
四
角
枠
内
の

Ｅ
を
並
べ
替
え
て

最
も
適
切
な
順
序
に
な
る
も
の
を

①

⑤
よ
り

一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

43 
 

  
 

① 

Ｂ→
Ａ→
Ｃ→

Ｅ→

Ｄ 

 
 

② 

Ｃ→

Ｂ→
Ｅ→
Ａ→

Ｄ 

 
 

③ 

Ｃ→

Ａ→

Ｄ→
Ｂ→
Ｅ 

 
 

④ 

Ｄ→

Ｂ→

Ｅ→

Ａ→
Ｃ 

 
 

⑤ 

Ｄ→

Ｃ→

Ａ→

Ｂ→

Ｅ 

  

問
９ 

傍
線
部(

４)

整
合
性
か
ら
離

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

最
も
適
切

な
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

44 
 

  
 

① 

固
定
電
話
が
外
部
と
の
境
界

玄
関
か
ら
よ
り
私
的
な
空
間
で
あ
る
居
間

個

室
へ
移
動
し
た
こ
と
と
呼
応

自
他
の
勝
手
気
ま
ま
が
許
さ
れ
る
存
在

身
な
り
身

ぶ
り
と
共
に
相
手
の
外
見
で
配
慮
す
る
存
在

 

 
 

② 

電
話
が
移
動
可
能
に

の
に
先
立

家
庭
の
固
定
電
話
の
置
き
場
所
が
玄
関
な
ど
か
ら
各

人
の
個
室
へ
と
移
動

相
手
の
目
を
気

実
際
に
対
面
す
る
際
に
伴
う

礼
儀
や
配
慮

声
だ
け
の
存
在

 

 
 

③ 

家
庭
の
固
定
電
話
は
外
部
と
の
境
界

玄
関
か
ら
居
間

各
自
の
私
的
な
空
間

へ
と
広
が
る
に
つ
れ
て

電
話
の
相
手
は
視
覚
情
報
で
判
別
で
き
る
存
在
の

電
話
の
先
で

話
す
と
き
の
礼
儀
や
態
度
を
気
に
し
な
い
存
在

 

 
 

④ 

固
定
電
話
が
個
室
か
ら
玄
関

そ
し
て
居
間
へ
と
移
動

電
話
の
相
手
は
現
実
の

視
覚
的
接
触
を
伴

自
由
に
振
る
舞
え
る
存
在

身
な
り
や
身
ぶ
り
か
ら
離

礼
儀
や
態
度
な
ど
の
配
慮
を
せ
ず
に
話

 

 
 

⑤ 

携
帯
電
話
が
普
及
す
る
よ
り

の
固
定
電
話

玄
関
か
ら
居
間
へ
移
動

各
人
の
個

室
へ
と
移
行

声
だ
け
で
目
に
見
え
な
い
相
手

実
際
に
相
手
と
対
面
す
る
際
の

礼
儀
や
態
度
を
気
に
せ
ず
話

 



問
10 

本
文
の
内
容
に
合
致
し
な
い
も
の
を

①

⑤
よ
り
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い
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① 

通
信
行
政
の
現
場
で
工
夫
さ
れ
た
新
し
い
専
門
用
語
で
あ

移
動
体

通
信

が
自
動
車
電
話
の

開
始
と
と
も
に
普
及

一
九
九
〇
年
代
に
通
信
事
業
者
が

本
格
的
に
事
業
を
展
開
し
始
め
た
こ
と
で
一
般
的

 

 
 

② 

携
帯
電
話
の
登
場

従
来
の
固
定
電
話
が
有
線
で
一
定
の
場
所
に
固
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

と
し
て
意
識

実
際
に
は
固
定
電
話
も

家
の
中
で
移
動

 

 
 

③ 

電
話
の
普
及
の
初
期
に
は

玄
関
の
下
駄
箱
の
上
な
ど
の
外
部
と
の
境
界
に
置
か
れ
て
い
た
電
話

利
用
の
頻
繁
化
と
と
も
に
家
の
中
心
部
に
移
動

最
終
的
に
は
親
子
電
話
や

電
話
の
普
及
に
よ
り
家
族
の
個
々
の
部
屋
に
ま
で
広

 

 
 

④ 

電
話
の
居
間
へ
の
移
動
と
個
室
へ
の
分
散

家
庭
内
の
人
々
の
身
体
的
な
存
在
の
変
化
と
そ
の

個
別
化
を
象
徴
し
て
い

電
話

の
た
め
の
移
動

実
際
に
は
他
者
を
具
体
化

存
在
意
義
を
発
見
す
る
受
容
形
態
で
あ

 

 
 

⑤ 

電
話
を
使

会
話

身
ぶ
り
や
身
な
り
を
気
に
す
る
必
要

事
前
の
準
備
や
礼
儀

作
法
も
不
要
で
あ

そ
の

は
視
覚
的
な
要
素
に
左
右

な

現
実
は
見
え
な
い
場
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